
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   

 

              

陸
軍
飛
行
学
校 

陸
海
軍
の
航
空
兵
力
の
増
強
に
伴
っ
て
人

材
が
不
足
し
て
き
た
た
め
、
早
く
か
ら
操
縦
技

術
を
習
得
さ
せ
、
熟
達
し
た
操
縦
要
員
の
養
成

を
図
る
必
要
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
海

軍
で
は
1929(

昭
和
４)

年
12
月
、
海
軍
省
令
に

よ
り｢

飛
行
予
科
練
習
生｣

の
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
1930
年
６
月
、
第
１
期
生
が
横
須
賀
海

軍
航
空
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た
。
陸
軍
で
は
そ
れ

よ
り
遅
れ
て
、
1933(

昭
和
８)

年
８
月
１
日
、

勅
令
第
68
号｢

陸
軍
飛
行
学
校
ニ
於
ケ
ル
生

徒
教
育
ニ
関
ス
ル
件｣

が
施
行
さ
れ
、｢

航
空
兵

科
現
役
下
士
官
ト
為
ス
ベ
キ
生
徒｣

と
し
て
一

般
お
よ
び
陸
軍
部
内
か
ら
募
集
し
、
試
験
に
よ

る
選
抜
の
う
え
陸
軍
飛
行
学
校
に
操
縦
生
徒

お
よ
び
技
術
生
徒
と
し
て
入
校
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
が｢
陸
軍
少
年
飛
行
兵｣

制
度
の
始
ま
り

で
す
。
操
縦
生
徒
の
受
験
資
格
は
、
満
17
歳

以
上
19
歳
未
満
、
技
術
生
徒
は
満
15
歳
以
上

18
歳
未
満(

陸
軍
部
内
よ
り
受
験
の
場
合
は

操
縦
・
技
術
と
も
に
20
歳
未
満)

、
毎
年
１
回

入
校
さ
せ
、
修
学
期
間
は
操
縦
生
徒
が
お
よ
そ

２
年
、
技
術
生
徒
が
お
よ
そ
３
年
と
定
め
ら
れ

ま
し
た
。 

1934(

昭
和
９)

年
２
月
１
日
、
第
１
期
生
と
し

て
操
縦
生
徒
70
名
、
技
術
生
徒
100
名
が
埼
玉

県
入
間
郡
の
所
沢
陸
軍
飛
行
学
校
に
入
校
し

ま
し
た
。
翌
1935
年
８
月
に
は
陸
軍
航
空
技
術

学
校
が
所
沢
陸
軍
飛
行
場
内
に
設
置
さ
れ
、
技

術
生
徒
は
同
校
で
約
３
年
の
教
育
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
操
縦
生
徒
は
同
年
12

月
に
埼
玉
県
大
里
郡(

現
在
の
熊
谷
市
西
部)

に
開
設
さ
れ
た
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
へ
第
２

期
生
よ
り
移
駐
し
、
約
２
年
の
基
本
操
縦
教
育

を
受
け
ま
し
た
。
1937(

昭
和
12
）
年
12
月
、

熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
内
に
東
京
陸
軍
航
空
学

校
が
開
設
さ
れ
、
翌
1938
年
８
月
に
は
東
京
府

北
多
摩
郡(

現
在
の
武
蔵
村
山
市)

に
移
転
し

ま
し
た(

同
校
の
受
験
資
格
は
年
齢
が
満
15

歳
以
上
17
歳
未
満
、
尋
常
小
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
者
）
。
そ
れ
ま
で
操
縦
と
技

術
の
生
徒
を
別
々
に
採
用
し
教
育
し
て
い
た

も
の
が
こ
れ
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
、
採
用
時
に

は
操
縦
・
技
術
の
別
な
く
東
京
陸
軍
航
空
学
校

(

1942
年
か
ら
は
東
京
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校

に
名
称
変
更)

に
毎
年
２
回
入
校
さ
せ
、
約
１

年
の
基
礎
教
育
の
後
に
、
生
徒
を
適
性
に
応
じ

て
操
縦
と
技
術
、
さ
ら
に
通
信
の
３
つ
に
分
科

し
、
操
縦
分
科
飛
行
兵
は
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校

と
1940(

昭
和
15)

年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
宇

都
宮
・
大
刀
洗
の
陸
軍
飛
行
学
校
の
３
校
に
分

け
て
、
約
１
年
間
の
基
本
操
縦
教
育
を
行
い
ま

し
た
。
技
術
分
科
飛
行
兵
は
、
1938(

昭
和
13)

年
、
陸
軍
所
沢
飛
行
場
に
新
設
さ
れ
た
陸
軍
航

空
整
備
学
校
で
、
通
信
分
科
飛
行
兵
は
水
戸
陸

軍
飛
行
学
校(

1940
年
か
ら
は
、
水
戸
市
住
吉
町

に
新
設
さ
れ
た
陸
軍
航
空
通
信
学
校)

で
、
さ

ら
に
約
２
年
間
の
専
門
技
術
教
育
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

陸
軍
少
年
飛
行
兵 

陸
軍
少
年
飛
行
兵
の
採
用
者
数
は
５
期
生

ま
で
は
、
各
期
と
も
百
数
十
名
か
ら
数
百
名
程

度
で
し
た
が
、
1938(

昭
和
13)

年
に
東
京
陸
軍

航
空
学
校
に
入
校
し
た
第
６
期
生
か
ら
は
、
１

期
あ
た
り
千
数
百
名
か
ら
数
千
名
と
大
幅
に

増
大
し
ま
し
た
。
1943(

昭
和
18)

年
に
大
津
陸

軍
少
年
飛
行
兵
学
校
が
、
翌
1944
年
に
大
分
陸

軍
少
年
飛
行
兵
学
校
が
開
校
し
、
さ
ら
に
航
空

要
員
の
急
速
養
成
の
た
め
、
各
地
に
教
育
隊
が

設
立
さ
れ
、
終
戦
時
の
第
20
期
ま
で
に

45,000
余

名
の
少
年
飛
行
兵
が
誕
生
し
ま
し
た
。
少
年
飛

行
兵
は
飛
行
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
１
年
な
い

し
２
年
の
専
門
教
育
を
経
て(

階
級
は
兵
長
に

進
級)

、
下
士
官
候
補
者
と
し
て
全
国
の
飛
行

隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た(

約
６
か
月
の
訓
練
を

受
け
た
後
に
現
役
の
伍
長
に
任
官)

。 

15
才
、
訓
練
の
日
々 

土
浦
駅
前
、
大
和
町
の
川
崎
自
転
車
店(

一

高
生
の
み
な
ら
ず
、
二
高
、
三
高
な
ど
土
浦
市

内
の
高
校
生
の
多
く
が
パ
ン
ク
修
理
等
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す)

の
店
主
、
川
崎
辰
男

さ
ん
は
陸
軍
少
年
飛
行
兵
の
ご
出
身
。
2015
年

４
月
に
高
５
回
飯
村
弘
、
高
21
回
鴻
巣
茂
・

松
井
泰
寿
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。 

川
崎
さ
ん
は
1928(

昭
和
３)

年
、
岩
手
県
胆

沢
郡
前
沢
町(

現
奥
州
市
前
沢
区)

の
生
ま
れ
。

実
家
は
農
家
で
兄
弟
姉
妹
８
人
の
次
男
坊
で

し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
へ
の
夢
と
少
し
で
も
両
親

を
楽
に
し
て
あ
げ
た
い
と
の
思
い
で
、
1943(

昭

和
18)

年
の
春
、
前
沢
尋
常
小
学
校
高
等
科
か

ら
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校
を
受
験
し
ま
し
た

(

競
争
率
30
倍
を
超
え
る
難
関)

。
採
用
予
定

者
は
、
９
月
末
に
東
京
陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校

に
出
頭
を
命
じ
ら
れ
、
身
体
検
査
・
適
性
検
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
格
者
は
操
縦
・
整
備
・

通
信
の
３
分
科
に
分
け
ら
れ
、
少
年
飛
行
兵
学

校
で
の
基
本
教
育
１
ケ
年
を
短
縮
し
て
、
上
級

学
校
の
各
教
育
隊
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
川
崎
さ
ん
は
、
も
ち
ろ
ん
パ
イ
ロ

ッ
ト
志
望
で
し
た
が
耳
が
悪
か
っ
た
た
め
、
整

備
分
科
専
攻
に
な
り
ま
し
た
。
10
月
１
日
、

所
沢
陸
軍
航
空
整
備
学
校
に
入
校
、
陸
軍
少
年

飛
行
兵
第
15
期
生
と
な
り
、
八
戸
教
育
隊
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
10
月
８
日
、
八
戸
教

育
隊
に
入
校
、
基
本
教
育
が
３
分
の
１
に
短
縮

さ
れ
た
た
め
、
極
め
て
厳
し
く
激
し
い
教
育
・

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
時
の
起
床
ラ
ッ
パ

で
た
た
き
起
こ
さ
れ
、
朝
の
点
呼
、
掃
除
。
午

平成２７年１０月６日 
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霞ヶ浦（その 18） ～陸軍少年飛行兵１；17 才の飛行兵長～ 

海軍の｢飛行予科練習生(予科練)｣制度に次いで、陸軍でも｢陸軍少年飛行兵(少

飛)｣制度が始まりました。1934(昭和９)年２月に誕生した陸軍少年飛行兵は、

1945(昭和 20)年８月の終戦までの間、第１期生から第 20 期生まで 45,000 余名を

数えています。彼らは航空部隊の空中勤務者(操縦者、機上機関士、通信士など)

や地上勤務者(整備士、通信士など)として下士官の中核となり、日中戦争、ノモン

ハン事件、アジア太平洋戦争の最前線に従軍し、大戦末期には特攻隊の隊員として

散っていった方々も少なくありません。戦没者は 4,500 余名に上っています。 
 

始動車でエンジン始動

訓練に励む整備学校生
徒と現在の川崎氏 



 

 

前
は
、
軍
人
基
本
教
育
や
航
空
関
係
各
種
学
科

(
力
学
、
金
属
、
電
機
工
学
、
発
動
機
学
等
々)

の
座
学
、
午
後
は
、
整
備
実
習
、
機
上
演
習
の

他
、
歩
兵
訓
練
、
射
撃
、
剣
術
、
銃
剣
術
の
訓

練
で
す
。
１
日
の
訓
練
が
終
わ
っ
て
も
、
自
分

の
班
に
戻
れ
ば
、
所
有
物
の
整
理
や
洗
濯
で
時

間
が
足
ら
ず
、
衣
類
の
繕
い
な
ど
、
自
分
の
こ

と
は
す
べ
て
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
入
浴
・
夕
食
後
も
２
時
間
の
自

習
、
10
時
の
消
灯
ラ
ッ
パ
と
と
も
に
そ
の
ま

ま
寝
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
毎
日
で
し
た
。
休

日
も
月
に
１
～
２
日
、
外
出
を
し
た
記
憶
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

1944(

昭
和
19)

年
４
月
１
日
、
生
徒
か
ら
陸
軍

少
年
飛
行
兵
と
な
り
、
陸
軍
上
等
兵
に
任
じ
ら

れ
ま
し
た
。
６
月
末
ま
で
99
式
高
等
練
習
機

を
教
材
と
し
て
整
備
教
育
を
受
け
、
７
月
10

日
頃
か
ら
三
菱
重
工
業
の
名
古
屋
工
場
で
、
四

式
重
爆
撃
機
の
教
育
実
習
を
受
け
ま
し
た
。
名

古
屋
工
場
は
陸
海
軍
の
主
力
機
を
作
っ
て
い

る
大
工
場
で
、
大
勢
の
工
員
さ
ん
た
ち
に
交
じ

り
、
学
徒
動
員
で
徴
用
さ
れ
た
旧
制
中
学
や
高

等
女
学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
も
働
い
て
い
ま

し
た
。
同
年
９
月
25
日
、
所
沢
陸
軍
航
空
整

備
学
校
を
卒
業
、
重
爆
撃
機
専
攻
は
浜
松
陸
軍

飛
行
学
校
で
専
門
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
実
習
で
最
初
に
乗
っ
た
の
が
97

式
重
爆
撃
機
、
こ
の
時
の
感
激
は
今
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん(

10
月
１
日
に
は
陸
軍
兵
長
に
昇

任
）
。 

1945(

昭
和
20)

年
３
月
末
日
、
浜
松
陸
軍
飛
行

学
校
を
修
了
。
実
戦
部
隊
に
配
属
と
な
り
、
４

月
１
日
、
東
京
都
の
福
生
飛
行
部
隊(

整
備
学

校)

に
下
士
官
学
生
と
し
て
入
校
。
松
本
飛
行

場
で
四
式
重
爆
撃
機
の
整
備
実
習
を
行
い
、
電

探(

レ
ー
ダ
ー)

の
取
付
作
業
も
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
松
本
飛
行
場
に
は
兵
舎
が
な
く
、
浅

間
温
泉
の
旅
館
に
分
泊
し
て
、
飛
行
場
へ
通
っ

て
い
ま
し
た
。 

本
土
決
戦
部
隊 

1945(

昭
和
20)

年
６
月
30
日
、
福
生
飛
行
部

隊(

整
備
学
校)

を
卒
業
す
る
と
、
重
爆
撃
機
の

部
隊
に
配
属
さ
れ
、
機
上
機
関
士(

航
空
機
関

士)

と
し
て
飛
行
機
に
乗
る
隊
に
所
属
し
ま
し

た
。
空
中
勤
務
い
わ
ゆ
る｢

ヒ
コ
ー
キ
乗
り｣

は
、
地
上
勤
務
の
気
象
と
か
整
備
と
か
に
比
べ

て
１
ラ
ン
ク
上
に
位
置
し
て
お
り
、
食
事
も
航

空
食
が
支
給
さ
れ
、
他
の
兵
隊
さ
ん
よ
り
は
恵

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
機
上
機
関
士
は
エ
ン
ジ
ン

や
フ
ラ
ッ
プ
、
車
輪
、
計
器
な
ど
、
機
体
す
べ

て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
任
務
で
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
準
ず
る
地
位
に
あ
り
ま
し
た
。
当
時

の
飛
行
機
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
一
人
で
は
長
距
離

の
飛
行
は
不
可
能
で
、
機
上
機
関
士
が
自
機
の

位
置
、
目
的
地
へ
の
方
位
を
確
認(

風
向
き
に

よ
っ
て
機
体
が
流
さ
れ
機
体
の
向
き
に
狂
い

が
生
じ
て
き
ま
す)
、
残
存
燃
料
も
考
慮
し
て
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
修
正
を
指
示
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
通
信
士
も
基
地
か
ら
誘
導
電
波
を
受
信

し
、
随
時
他
機
と
の
交
信
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、

や
は
り
飛
行
ル
ー
ト
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

乗
務
し
た
重
爆
撃
機
は
中
島
飛
行
機
製
造
の

一
〇
〇
式
重
爆
撃
機｢

呑
龍
ど
ん
り
ゅ
う｣

や
三
菱
重

工
業
製
造
の
四
式
重
爆
撃
機｢

飛
龍
ひ
り
ゅ
う｣

。
い

ず
れ
も
乗
員
８
名
で
、
機
長(

操
縦
士)

、
機
上

機
関
士
、
通
信
士
、
爆
撃
手
、
銃
手
で
１
ク
ル

ー
を
編
成
し
ま
す
。
ク
ル
ー
は
年
令
、
階
級
、

出
身
地
、
み
な
違
い
ま
す
が
、
部
隊
で
は
常
に

寝
食
を
共
に
し
、
基
地
を
飛
び
立
て
ば
死
ぬ
と

き
は
一
緒
、
一
人
の
ミ
ス
が
全
員
の
死
を
招
く
、

一
蓮
托
生
の
間
柄
、
親
子
兄
弟
よ
り
も
強
い
絆

で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
機
長
は
32~3
才
の
尉

官
の
方
で
、
歴
戦
の
強
者
で
し
た
。
し
か
し
、

機
上
機
関
士
と
い
う
役
目
柄
、
私
が
機
長
に
指

示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
も
あ
り
ま
し

た
。
緊
張
の
連
続
で
し
た
が
、
機
長
は
ほ
ん
と

う
に
気
を
遣
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
思
う
と
機

長
も
大
変
だ
っ
た
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。 

兵
長
で
任
官
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
17
才
、

部
隊
に
は
年
上
の
兵
隊
さ
ん
が
大
勢
い
ま
し

た
。
階
級
が
上
で
す
か
ら
、
年
上
の
兵
隊
さ
ん

に
命
令
や
指
示
を
出
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
機
体
整
備
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ば
、
多
少

な
り
と
も
専
門
家
で
す
か
ら
、
何
と
か
う
ま
く

言
え
る
の
で
す
が
、
日
常
生
活
の
面
で
は
、
兵

隊
さ
ん
の
ほ
う
が
ず
っ
と
先
輩
で
す
か
ら
そ

う
も
い
き
ま
せ
ん
。
入
浴
の
時
に
も
、
兵
隊
さ

ん
が
階
級
が
上
の
私
に
気
を
遣
っ
て
く
れ
る

の
で
す
が
、
裸
に
な
れ
ば
こ
ち
ら
は
ま
だ
少
年

の
体
、
向
こ
う
は
立
派
な
大
人
の
体
格
で
す
。

ど
う
に
も
恥
ず
か
し
く
て
、
あ
の
と
き
ほ
ど
早

く
大
き
く
な
り
た
い
、
大
人
の
体
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
軍
服
を
着
て

い
れ
ば
階
級
章
が
つ
い
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ

で
ご
ま
か
せ
ま
す
が
、
裸
一
貫
、
人
間
の
体
と

い
う
の
は
ほ
ん
と
う
に
、
そ
の
人
を
表
す
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

部
隊
で
は
空
襲
の
合
間
を
縫
っ
て
連
続
離

着
陸
の
訓
練
や
低
空
飛
行
の
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
低
空
飛
行
訓
練
は
、
敵
の
レ
ー
ダ
ー

に
捕
捉
さ
れ
な
い
よ
う
に
低
空
飛
行
を
続
け

る
訓
練(

当
時
最
新
鋭
機
で
あ
っ
た
飛
龍
は
雷

撃
も
可
能
で
し
た
か
ら
そ
の
訓
練
で
も
あ
っ

た
よ
う
で
す)

で
、
高
度
計
の
メ
ー
タ
ー
０
の

超
低
空
で
海
上
を
飛
び
続
け
ま
す
。
大
波
を
受

け
れ
ば
即
墜
落
、
ひ
や
ひ
や
も
の
で
し
た
。
夜

間
飛
行
の
時
な
ど
は
海
面
と
空
の
区
別
が
つ

き
ま
せ
ん
。
機
首
が
0.1
度
で
も
下
が
っ
て
い

る
の
に
気
付
か
な
け
れ
ば
、
数
十
秒
後
に
は
海

面
に
激
突
、
ク
ル
ー
全
員
の
命
が
奪
わ
れ
ま
す
。

機
体
の
状
況
を
把
握
す
る
の
が
私
の
任
務
で

す
か
ら
、
全
神
経
を
目
と
耳
に
集
中
し
て
、
計

器
を
睨
み
、
エ
ン
ジ
ン
音
や
波
の
音
を
聞
き
分

け
て
い
ま
し
た
。 

終
戦
前
に
は
福
井
県
の
芦
原
温
泉
近
く
の

陸
軍
三
国(

芦
原)

飛
行
場
に
い
ま
し
た
。
福
井

の
市
街
地
が
爆
撃
を
受
け
て
い
る
の
が
見
え

ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
爆
撃
機
で
す
の
で
迎
撃

に
い
け
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

重
爆
撃
機
は
基
地
や
港
湾
な
ど
の
爆
撃
が
任

務
で
す
か
ら
、
外
地
に
行
け
な
く
な
っ
た
頃
か

ら
活
躍
の
舞
台
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

私
た
ち
の
部
隊
は
本
土
決
戦
に
備
え
て
温
存

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
幸
い
終
戦
ま
で
生
き
延

び
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
基
地
の

将
校
さ
ん
の
中
に
は
、
責
任
を
と
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
、
自
決
さ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。
若

い
私
た
ち
は
そ
の
姿
を
見
て
、
た
だ
立
ち
尽
く

す
だ
け
、
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 ※
川
崎
さ
ん
は
1946(

昭
和
21)

年
春
に
復
員
、
1950 

(

昭
和
25)

年
、
警
察
予
備
隊
が
設
置
さ
れ
た

の
で
第
１
期
生
と
し
て
入
隊
、
北
海
道
真
駒

内
の
部
隊
に
勤
務
。
機
上
機
関
士
の
経
歴
を

生
か
し
て
補
給
処
で
車
輌
整
備
を
担
当
、
隊

員
の
指
導
に
当
た
る
任
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
阿
見
町
の
陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校

(

警
察
予
備
隊
は
そ
の
後
、
保
安
隊
を
経
て
、

1954
年
、
自
衛
隊
に
改
組
さ
れ
ま
し
た)

に
派
遣

さ
れ
６
ヶ
月
ほ
ど
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
が
、

そ
の
時
奥
様
の
育
子
さ
ん
と
出
会
い
、
ご
結

婚
、
奥
様
の
実
家
の
自
転
車
店
を
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
1985(

昭
和
60)

年
か
ら
は
茨

城
県
自
転
車
二
輪
自
動
車
商
協
同
組
合
の
理

事
長
に
就
任
さ
れ
、
現
在
も
理
事
長
と
し
て
、

組
合
の
振
興
、
自
転
車
安
全
利
用
促
進
事
業

や
防
犯
登
録
事
業
な
ど
の
推
進
に
力
を
注
い

で
お
ら
れ
ま
す(

そ
の
間
全
国
組
合
の
理
事

長
も
２
期
６
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た)

。 
 

(

高
21
回 

松
井
泰
寿) 


